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1970年度の民家調誌を石川県下で尖施した。この訓脊l士1966年から， 各府県が国Jrit補助を

うけて尖施している民家緊急調査の－J.誌をなすものである。

調子tは第1 ～ 3次にわたって行なった。第1次（300t�i)は各市IIIJ村教育委n会が， 第2次

(86鯨） ・第3次（14-blOは当研究所が調査に当った。主任調究員に伊藤建造物室長， 調査只

に沢村・知｜見・宮沢・宮本・村上の5名が委帰された。

石川県は北半の能登半J：：；と南主，：：の加賀地方からなる。民家についても， この両j也力で全く

異なった係相を示し， 「能登型」と「力n't（翠lj tこ区分できる。構造形式からみると， 能立引

は入母屋・平入りで， 梁11\lが大きいため， 地質5の上に束を立て， 」二屋柴を秋－く c2n:w～ 4

！日I) して合＇.＇.｝：を組む刀法をとる。これに刈し， 加i'U\iは切妻・妻入りを謀木と す る広l�ll却

で，当吋，Ytは桁行方向に柴を指掛けた上に柴行の柴を配り， さらに上屋梨を重ねている。間取

りの相災から以下に述べるように， 能登'.1c\1J.(t 3つの型，加1
＇（型は2つの型lに分r11できる。

能受l型 奥fJち致j也プJ（始 ，t:：；市・珠洲市・穴水川J · 1YJIITI村） tこ分布する。1:11 Il)Zり はチャノマ

（広！Ml， 知町昨などの仏τff.. －�11,1rに使月1)を小心に， 表例lと上手に鍵座！肢を構成し， ナンド（絞

H\!) ' タイドコロ（賠間，1t'.Jl;), リョウノマ（またはジョノマ， 主婦の（J:」Ii）助， 配膳主〉な どの

’？j＼•の生日のJ;gを全て背間に配置している。このl\iJ＿で最も完成した形式を示す例は柳川村の西

)TI修誠氏（］：宅（却2閃1） である。文化7 '.fF. (1810 tU怒）に建設され， iF-fにの切jらかな J.'Xに

おし、ても以準例となる。これより"i!，し 、例として， 珠洲市の黒丸長次氏(t：宅（抑1同， 第2同2)

は1711!：紀を｜経らず， �；�下でJ品も古い民家である。当初jのIHl取りは表。lllに座炊3室を柱列さ

せ， 上手！如こ2室の忠IIJIをとり， 西尾氏住宅と平而til'n戎をやや異にしている。これは仏聞が

独立して， 鎚座！肢を桃成する前の平而形式を伝えるものと思われる。

能登II型 能登半j；むの西側に多く分布する。11,11取りは広間（ヒロマ， オエ， チャノマ）をrl I 

心として， 上手に座敷（デエ）を2室， 背而に2つの小部屋（ナンド， カッテ）を配り， 土11\J

Olllにカッテを張り11:lしている。中品IIIJ

のHi主正胤氏住宅 （第2図3） は様式

より、 1811!：紀 前J�Jの建設と思われ， こ

の地方では比較的古く， ナンド
、

は全く

閉鎖的である。

能登Ill型 七尾市・ 問的浜IIIJ・鳥

屋IIIJ・；＝tf1LIIIJなどs 能登半島中部地方

に分布する。｜｜型と問様に！ム
；

1:11を中心

としたi::JJrxりである（第2図4）。ナン お
（

i 1図よ:i:\ :;IL長次氏住宅
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第2 llZI 石川県民家主ilf(ijl記！ I l自IIIIH \l_ij応修誠氏住宅Ci.\llli（文化7 -:10〕 2 J',l;)Jlldi 
),i!,jLJ占J大lc.fl：宅（似）Jj( 171！！：紀） :i , 1,1::;111r Hi:t::il：，.後L(;ft宅Ci見！Jj( 18世紀1iiiWD ,1 111鈎
jJ�lllf TviiU品一氏住宅(JJl状 18世紀末） 5 SU.沢TIT 江戸村Hli:":jllll（；住宅（現状18世紀前JP])
6 野々市町 喜多直次氏住宅（現状 19世紀初〕 指ii尺 1/1500 

ドとカッテがもと1室の4 lil]llj(りであった例があり， また，4 l:IJllil.りのものも若ー ， •• f)f： イf
・

して

いることから，この平間型を4 lllJJlil.りの発以形とみることもできる。

加賀l型 加l白地方全以、にjよく分布する0 三侵入りで， 表-OllJの挺IU]l 、っぱし、にこ｜二1111と ！ムllll

（オェ， ヒロマ）をとり， ！処は座敷（ディ）とfl llll Cナンド） に2分する（第2凶5〕。 加悦 の

大きなものにはオエを快通りで2分し，J処の部屋を4 ～ 5主とするものがある。

加賀H型 平入りで， 広川を仕切って背而ivニ小室（コ ー マベ カッテ）をつくるo 1·.":j Ii】 Ill f 

－宇ノ以Illr . i0I！耐lllfの旧国民地プjに分布し， 加賀I �＼Jとfi包登111 の•l•li\l( J句な性絡を耐えて い

る。 しかし，�V,'B�i.した｜絞りでは全て191止紀＇＇＂偵のもので新らしし、。

町屋 通りl必をもち， ニワに而して表側からミセ， オエ， ナンド（またはl.'.li政令）の！｜阪に

�1立べ， オエとニワの一体化した架柿をみせている。 点・多 u�：次氏｛:i.：宅（第2凶6） の ように，大

きな家では上手にさらに部屋を加えている。

以上は県下の氏家を主に1111取りと柿j告の違いによって分知を試みたあ＇i民でーある。 二の 分舶

を北｜海地方全体のなかでみるとき，王子耐iでは加賀l 型は而 11'Vi�北部と出11 lりi』山Iii] ;(j＼に，能登

{\!J.は·，. ：，；u，り.ドiL型f,�j＼に， 』11f'L II 11Hi',·;,;111�.』の山lllliii＼と:ijf-盟f;'ftlのI l·•li\JJ也 ，：；；：に分；｛Jjするものと怒り以

している。 すなわら，北陸地方の民家は市川の｜｜｜岳地 ，：；；：を＂ I心に分布するものと， 北部の越

•I I 千野お よび能堂ミド1：：；に分布するものとで大きく傾向が変り，その岐点にあたるj也j或では，

�1,j者の•I •li\](Iりなllll取りをもった民家が存在すると云える。 なお，fi巨笠j也 ｝jにはI甘い民家が比

肢がj多く記長され， 民家の室、j:11を系統的にとらえることが可能であり， 今後、さらにti'i資金重ね

る必要があろう。
（’i:.,; ,i，長二｛！｜；〉

句。


